
●日　程

●会　場

（熊本県八代市新町5ｰ20  ＴＥＬ：0965-53-0033）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●参加費
 セミナー聴講：1,000円（2日間でも1,000円）

  機器資材展見学のみは入場無料

ＪＲ八代駅より（1.4ｋｍ）徒歩15分、ＪＲ新八代駅より（4．1ｋｍ）

主　催： 一般社団法人 日本施設園芸協会

後　援： 農林水産省 九州農政局

熊本県

熊本市

八代市

協　賛： 熊本県農業協同組合中央会

熊本県経済農業協同組合連合会

一般社団法人 熊本県野菜振興協会

熊本県花き協会

熊本市農業協同組合

八代地域農業協同組合

（国研）農研機構 九州沖縄農業研究センター

全国農業協同組合連合会 耕種資材部

全国野菜園芸技術研究会

一般社団法人 全国農業改良普及支援協会

  【テキストは別売：2,500円/１冊】（当日現金支払い）

 令和 ８ 年 ９ 月１０日(木)　～ ９ 月１１日(金)

 

　本セミナーは、「施設園芸・植物工場における先進技術と九州

（熊本県）の地域農業を支える施設園芸」をメインテーマに、２日

間にわたる２部構成のセミナー・機器資材展を開催いたします。

    第１部では 「施設園芸新技術とスマート農業による生産性向

上に向けて」をテーマに、スマート農業やグリーン化を推進する

行政施策をはじめ、植物工場の最新動向と将来展望、局所ＣＯ

２施用技術、キュウリ栽培の実践事例などについて、新技術の

現場への導入促進等の観点から、主として行政・学識経験者・

研究機関等の皆様よりご講演をいただく予定です。

    第２部では「九州（熊本県）の地域農業を支える先端施設園

芸への取り組み」をテーマに、熊本県内の生産現場に焦点を当

て、熊本県内における施設園芸の最新の取組み、八代地域のト

マトや熊本地域のナスの産地力向上、大規模スマート農業の実

践事例、九州管内の人工光型植物工場の取り組み紹介など、

生産者の皆様に直接役立つ技術や経営事例について話題提供

を予定しております。

　皆様のご参加を心よりお待ちしております。

八代駅からのバス「桜十字ホールやつしろ入口」下車 徒歩１分

施設園芸・植物工場における先進技術と
九州（熊本県）の地域農業を支える施設園芸

 桜十字ホールやつしろ（やつしろハーモニーホール）

八代インターチェンジより国道３号線 約１０分（4.9ｋｍ）

施設園芸新技術セミナー・
機器資材展 in 熊本

交 通

一般社団法人日本施設園芸協会

機 器 資 材 展

●出展の申込みは、園芸情報センター
ＴＥＬ：０３－３２３３－３６３４

主催/後援/協賛

会場案内図

桜十字ホールやつしろ

●施設園芸資材、植物工場関連の機器資材など
数多くの展示を予定！

■ ９月１０日（木） １１：３０～１７：２０

■ ９月 １１日（金） ８：３０～１３：００



12：30～13：00

時間割

13：05～13：45

13：45～14：25

14：25～15：00 機器資材展出展社

15：00～15：40

15：40～16：20

16：20～17：00

9：00～ 9：30

 9：30～10：00

10：00～10：30

10：30～11：00 機器資材展出展社

11：00～11：30

11：30～12：00

  　 ■ 参加申込みは下記へFAXまたはメール等でお願い致します。

URL：ｈｔｔｐｓ：//www.jgha.com

 １．農家

 ２．農業団体

 ３．行政機関

 ４．企業

 ５．その他

 １．農家

 ２．農業団体

 ３．行政機関

 ４．企業

 ５．その他

 １．農家

 ２．農業団体

 ３．行政機関

 ４．企業

 ５．その他

施設園芸をめぐる情勢と今後の取組 農林水産省  農産局 園芸作物課  課長補佐  佐野 悠樹  氏

植物工場の最新動向と将来展望
千葉大学大学院  園芸学研究院
　　　　　　　　　　　　特任教授/名誉教授   後藤 英司  氏

資材プレゼンテーションおよび展示見学

　　
【第１日目】　９月１０日（木）　１２：３０開講 (１１：３０より開場）

主催者・来賓挨拶

《第１部  施設園芸における新技術とスマート農業による生産性向上に向けて》

講　演　テ　ー　マ 講　演　者

局所CO2施用技術とその展開
　　　　　　　　　～生産向上と省資源の両立を目指して～

九州大学大学院農学研究院  准教授
高知大学IoP共創センター  特任教授　安武 大輔  氏

自動選別パック詰めロボットを活用した
　　　　　　　　　スマートイチゴ出荷体系の構築

（国研）農研機構西日本農業研究センター
中山間畑作園芸研究領域  領域長   曽根 一純  氏

ゆめファーム全農SAGAにおけるキュウリ
　　　　　　　　　多収化技術の実践と成果

ＪＡ全農耕種総合対策部 営農技術センター
　　　　　　　　　　　　施設園芸研究室   川田 尚輝  氏

【第２日目】　９月１１日（金） ９：００ 開講 (８：３０より開場）

熊本県におけるトマト生産の現状と
　　　　　　　　　高温対策への取り組み

熊本県 農業研究センター アグリシステム総合研究所
　　　　　　　　　　　　野菜栽培研究室 室長　山並 篤史  氏

八代地域のトマトにおける産地力向上のための
　　　　　　　　　総合的な取組み

JAやつしろ 営農部 施設園芸課　課長   西郡 義博  氏

《第２部  九州（熊本県）の地域農業を支える先端施設園芸への取り組み》

熊本市なす部会における
　　　　　　　　　持続可能な農業生産の取組み

JA熊本市  西南営農センター  次長   野田 智之  氏

資材プレゼンテーションおよび展示見学

農業界の変革を主導する日本最大級の有機栽培
べビ-リ-フメ-カ-の取り組み 〜休める農業・稼げる農業を全国へ〜

株式会社果実堂 栽培管理部 部長  兼
　　　　　　　　　　　　栽培技術研究所 所長   米田 朋樹  氏

１０日

九州沖縄地域における
　　　　　　　　　人工光型植物工場の取り組み紹介

(国研)九州沖縄農業研究センター  暖地野菜研究領域
野菜育種グループ 上級研究員   中井 勇介  氏

【申込み締切  ８月３１日（月）】

参加者氏名 参加者区分 住所と勤務先（部署名）
上段：電話番号 セミナー

聴講日

機器資材
展のみ
見学

   　ＦＡＸ：0３－３６６７－１６３２

担当者Ｅ-mail：chiiki-seminar@jgha.com
担当者：平島、宮川、阿部

ＴＥＬ：０３－３６６７－１６３１

テキスト希望
（○印)下段：FAX番号

（フリガナ）
(〒                ー                   )

勤務先：

Eーmail：

１０日 １０日

１１日 １１日

１０日

（フリガナ）
(〒                ー                   )

勤務先：

Eーmail：

１０日 １０日

１１日 １１日

１１日 １１日

（フリガナ）
(〒                ー                   )

勤務先：

Eーmail：

参加申し込み

お問い合せ先

参 加 申 込

講 演

書

スマホ等からの申込は、

ＱＲコード読取りでお願いします。

https://jgha.com/ｓｓｃ/


